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学習できるまちに

｛

1

1

’

「
我
孫
子
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

（
案
匡
は
、
昨
年
３
月
に
、
生
涯
学

習
推
進
市
民
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
提
言
書
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
委
員
会
は
、
公
募
委
員
や
生

涯
学
習
に
か
か
わ
る
団
体
の
代
表
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
意

識
調
査
の
実
施
を
は
じ
め
、
１
年
に

わ
た
り
白
紙
か
ら
討
議
を
重
ね
、
提

言
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

市
で
は
、
提
言
害
を
基
に
庁
内
で

検
討
し
、
市
民
委
員
会
と
も
さ
ら
に

協
議
し
て
計
画
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

計
画
案
で
は
、
８
つ
の
基
本
計
画

を
柱
に
、
銘
の
主
要
施
策
を
設
け
て

い
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

遁
年
度
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る

も
の
の
中
に
は
、
「
生
涯
学
習
出
前

講
座
」
や
「
（
仮
称
）
あ
び
こ
寒
椿
」

提
言
書
を
基
本
に

Ｓ
つ
の
柱
と
記
の
主
要
施
策

生
涯
学
習
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
、
市
で
は
「
我
孫
子
市
生
涯
学

習
推
進
計
画
〈
案
三
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
案
は
、
生
涯
学
習
推

進
市
民
委
員
会
（
委
員
長
・
北
嶋
扶
美
子
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
委
員
長
）

の
提
言
書
を
も
と
に
、
平
成
加
年
ま
で
に
実
施
す
る
生
涯
学
習
の
主

な
取
り
組
み
を
定
め
た
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
な
ん
で
も
学
べ
る
」
生
涯
学
習
の
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。
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｢子どもクッキング｣で餃子作り

に挑戦（アビスタで） ●

市
役
所
が
持
っ
て
い
る
情
報
や
人

材
を
活
用
し
て
、
「
（
仮
称
）
生
涯
学

習
出
前
講
座
」
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
行
政
に
関
す

る
事
や
、
環
境
、
福
祉
を
は
じ
め
ま

ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
つ

い
て
学
習
し
た
い
時
、
市
峨
員
が
講

師
と
な
っ
て
出
向
き
ま
す
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
役
所
の
各
課
で
別
々

に
行
っ
て
き
た
学
習
事
業
を
、
す
べ

て
「
あ
び
こ
楽
校
」
の
事
業
と
し
て

皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
応
援
一

市
長
褐
喝
考
彦

生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
よ
う

と
い
う
意
識
を
持
っ
た
人
は
、
輝

い
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
は
本
来
、
自
分
自
身

の
ペ
ー
ス
で
取
り
組
む
も
の
で
す

が
、
一
人
で
は
き
．
つ
か
け
が
つ
か
め

な
か
っ
た
り
、
つ
い
お
っ
く
う
に

な
っ
て
長
続
き
し
な
か
っ
た
り
、

と
い
う
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
学
ぶ
気
持
ち
を
応

援
し
、
学
習
に
深
み
と
広
が
り
を

〆
生
涯
学
習
出
前
講
座

（
仮
称

）
あ
び
こ
奨
筏

位
置
づ
け
、
民
間
の
事
業
と
も
連
携

し
、
市
民
の
皆
ざ
ん
に
よ
り
利
用
し

や
す
い
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

運
営
は
、
三
仮
称
）
あ
び
こ
楽
校

協
議
会
」
が
行
い
ま
す
。
協
議
会
は
、

市
民
を
中
心
に
、
学
識
経
験
者
や
学

校
、
企
業
、
民
間
教
育
事
業
な
ど
の

関
係
者
、
市
職
員
で
構
成
し
ま
す
。

学
習
事
業
の
総
合
調
整
の
ほ
か
、

情
報
提
供
や
指
導
者
の
養
成
な
ど
も

行
い
ま
す
。

圃
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８

２
１
０
６
２
２

誘
う
「
場
」
の
充
実
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。

こ
の
計
画
に
よ
っ
て
、
市
民
の

皆
様
に
そ
ん
な
「
場
」
を
積
極
的

に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

人
が
集
ま
り
、
ふ
れ
あ
い
、
学
び

あ
う
。
そ
れ
が
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
力
と
な
っ
て
、
よ
り
豊
か
な

市
民
生
活
が
広
が
る
我
孫
子
を
実

現
で
き
る
は
ず
で
す
。

■

⑥’ ⑥’学習機会の充実と学習施設の整備 ”

墓本計画の柱を だれもが健康な生活を送れるように､地域社会が一体｜
となった健康づくりの学習や､学校･保健ｾﾝﾀー での‘
健康教育を充実します。

心の健康を維持するための｢心の相談室｣｢ｽｸー ﾙ
カウンセラー制度｣を充実します｡子育て世代へ育児や‘

健康についての学習機会を提供します。

牟涯ｽボで唯錘するた聖情報雛を準します｡」

アピスタを拠点に､市内や近隣の生涯学習施設大学、

企業､研究機関との連携を深めます。

小･中学校の余裕教室を樹鋤に活用して学習の場を
充実するとともに､子どもや青少年が自然を体験できる
場を整備します。

「子ども図書館｣を充実し､学習施設に託児施設を設
置するなど学習しやすい環境を整えます。

ノ

１
１
１

I

主要施策のあらまし

②’ ④’ ⑦学習情報の提供と相談体制の整備

アビスタを拠点に学習情報の収集と提供を進め､収
集した情報を活用した学習相談の窓□を設置します。

インターネットなどを利用して､学習情報を得たり学
習の申し込みができたりするシステムを作ります。

総合的･体系的に生涯学習関連事業を推進するため、かくれた人材を発掘し人媚録制度を作り､専門知識｜
を持つ市民を講師として育成します。

生涯学習のボランティアやコーディネーターを養成す｝
る講座を実施して人材を育成するとともに、これらの人，
材を活用できるｼｽﾃﾑを作ります。

生涯学習施設へのボランティア

，農硴鋤詞1

｢(仮称)あびこ楽校｣を設置します。
市職員が講師となる出前講座を実施します。

環境や少子･高齢化人権男女共同参画国際化
|T‘市民活動など､現代的なﾃーﾏの学習機会を充実小･中学校副交､大学

ツトワーク化を進めるとと

を提供します。

させます。

市民と行政が協働で学習成果の発表の場を作ります。

③|地域の教育力を高める環境を整備
子どもたちが生きる力を身につけ､夢や希望が実現で

きるように｢地域と共にある学校教育｣を推進します。
学校週5日制に対応して､土曜子ども講座や親子教室

などを充実します。また､子どもの職場体験､世代間交

箭徳どの機会を充実します。
家庭や地域の教育力を向上させ‘地域社会全体で協力・

連携して子どもを育てられる環境づくりを進めます。

’地域の教育力を高める環境を整備 ’ 、

『
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安
、

'し， とゆとりの健康福祉都市をめざして
一

千葉県湖沼水質保全計画による
年~軍~過~目標COD値
平成14年1月､月平均COD値
採水場所？手賀沼公園沖

平成15年1月ﾘ月平均COD値
採水場所：手賀沼公園池_－

5mg〃肝

12mg／、

5.0mg/、

10mg/0

心身の健康を増進し､生涯スポーツを推進

｢(仮称)あびこ薬濯｣による学習機会の寂人材の発掘｡育成を進め､学習活動に浩かす

③
-一一ー~－

｢(仮称)あびこ楽校｣を運営するため､「(仮称)あび
こ楽椛協議会｣を設置します｡市民が参画して生鮮習
関連事業の調整や評価を行うほか,生涯学習を振興する
ためのｼﾝポﾙ的･先導的な事業を行います。

｢生涯学習宣訓市｣に向けての条件整備を進めます。

-一一ー~－

生涯学習の推進体制を整備し、
評価システムを導入

自然･歴史｡文化の保存･継承と新しい文化創造
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市
は
、
平
成
坊
年
度
に
谷
津
ミ
ユ

ー
ジ
ア
ム
整
備
区
域
内
を
流
れ
る
水

路
を
「
多
自
然
型
護
岸
整
備
モ
デ
ル

事
業
」
と
し
て
改
修
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
整
備
に
向
け
て
設
計
の
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

検
討
結
果
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

－地惑働気温が上昇して､､まず～

１
１

『
’
■
・
凸
‐
Ｉ

罰

－人ひとり⑳地餓
温唱化対篭

谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
の
水
路
を
整
備

設
計
素
案
に
ご
意
見
を

私たちの普段の生活を少し見直すことで、

温暖化を防止することができます。

資料：環境省(数値は概算）

一世帯一世帯当
当たりたりの年

取り組み内容

鱸喜節約効
削減割合不

カーテンを利用して太陽光

の入射を調整したり、着る

’5％,0"円1年瀦壼薑渥離誰
過ごせる。冷暖房を始める

時期も少し待ってみる。

通勤や買い物にバスや鉄道、

，:1％‘000円I年号蕊蛎誠藍
が健康にも良い。

駐車や長期間停車するとき
0．7％2000円/年はエンジンを切る。大気汚

染物質の排出削減にもなる。

主電源を切る。長時間使わ

1息％“00円'年豊繍鰯業鱈
の少ない製品を選ぶ。

身体を洗っている間、お湯

1.1％4000円/年を流しっぱなしにしないよ
うにする

洗濯や庭の水やりのほか、

トイレの水への利用も可能。

0.3％5000円/年残り湯利用のだめに市販さ
れているポンプを使うと便
利。

ポットやジャーの保温は、

利用時間が長いため多くの

0.5％2000円1年電気を消費する。ご飯は電
子レンジで温め直す方が電

力消費が少ない。

家族が別々の部屋で過ごす
4.1％11000円/年と、暖房も照明も余計に必

要になる

卜し－やラップは家に持ち
帰ればすぐにごみになる。

1.0％
買い物袋を持ち歩いてレジ

袋を減らすこともできる。

‘2％'000円1年鷲警け選んで見る
13.0％41000円/年

これらの取り組みで我が国の温室効果ガス排出量
(1990年)を2.8％削減できます

[CO2換算］
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
は
、
事
業

の
と
り
ま
と
め
の
参
考
と
し
ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
へ
の
個
別
の
回
答
は

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
き
い
。

資
料
の
閲
覧
期
限
・
場
所
２
月
お

日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
釦
分
か
ら

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
・
休
日
を

除
く
）
、
行
政
情
報
資
料
室
ま
た
は

手
賀
沼
課

一世帯

当たり

の年間

CO2削

減効果

取り組み項目

冷房の温度を

1℃高く、暖房
の温度を1℃

低く設定する

▲多自慾型護岸整備予定の水路
31kg/r

応
募
方
法
封
書
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

多
自
然
型
護
岸
整
備
モ
デ
ル
事
業
に

つ
い
て
の
ご
意
見
と
そ
の
理
由
を
明

記
し
、
２
月
詔
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
，
１
１
９
２
（
住
所
省
略

可
）
市
役
所
手
賀
沼
課
手
賀
沼
担
当

剛
７
１
８
６
１
５
２
２
２
、
Ｅ
メ
ー

ル
庁
の
四
四
口
目
ご
囚
⑨
。
月
旦
・

助
す
』
丙
０
．
ｏ
ロ
〕
ず
四
．
〕
ｂ
へ

公
開
に
つ
い
て
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
意
見
は
、
公
開
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
意
見
中
に
、
個
人
に
関

す
る
情
報
で
特
定
の
個
人
が
識
別
し

う
る
記
述
が
あ
る
場
合
や
法
人
等
の

財
産
権
等
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
は
、
公
表
の
際
に
当
該
個
所

を
伏
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

聞
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
４

週2日往復8

kgの運転をひ185kg/年
かえる

1日5分間の

アイドリング39kg/年
ストップを行う

今

鵜麗｡‘7鱸庇 所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
期
間

は
、
２
月
Ⅳ
日
か
ら
３
月
Ⅳ
日
ま
で

で
す
。
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
い
で
に
な
る
か
、

自
分
で
書
い
て
郵
送
に
よ
る
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

偽固②固守

所得税と市県民税の申告
ジヤワーを1

日1分家族全
員が減らす

65kg/年

Ｉ
■
Ｉ
１
１

風呂の残り湯
を洗濯にまわす17kg/年 2周17日から3周1ワ臼まで

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
柏
税
務

署
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
柏
税

務
署
と
千
葉
県
税
理
士
会
柏
支
部
で

は
、
確
定
申
告
書
を
ご
自
分
で
正
し

く
作
成
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
書
き

方
の
指
導
と
申
告
の
受
け
付
け
を
出

張
し
て
行
い
ま
す
（
表
１
参
題
・

申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

▼表1棚龍と干鷆棚士舗荊による艤申鵠場 所
得
税

ジャーの保温31kg/年を止める

調瞬が同じ部屋

蕊銑痛'卿年
を2割減らす

買い物袋を持

ち歩き、省包

装の野菜など58kgla
を選ぶ

晶蕊;'3､曾1年
合計766kg/年

我が国全体で34.7百万
の効果トン/年

間手賀沼課･内祷568

’

*混雑状況によっては、終了時間前に受け付けを締め切
る場合があります。あらかじめご了承ください。

市
県
民
税
場今云

な
姉
癖
罎
蝿
識
癖
奉
蔀
場
誌
塞
峠
魑
椛

け
ま
す
（
表
２
参
題
・

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
が開

ニ
ニ
ロ

ー
月
下
旬
に
市
県
民
税
里
暑
を
郵
市

送
し
ま
し
た
。
会
場
は
大
変
混
雑
し
２

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
郵
送
に
よ
る
一
表

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
書
が
▼

で
き
る
だ
け
ご
自
分
で
替
い
て
〒
２

７
７
‐
８
５
２
２
柏
市
あ
け
ぼ
の
２

の
１
の
釦
柏
税
務
署
へ
郵
送
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
響
の
控
え

が
必
要
な
方
は
、
申
告
書
の
控
え
と

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、
４
月
ま

で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
電
車
・
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
柏
駅
西
口

か
ら
徒
歩
約
、
分
）

な
お
、
簡
単
な
確
定
申
告
書
の
作

成
指
導
は
、
市
が
開
設
す
る
会
場
で

も
行
い
ま
す
（
表
２
参
照
）
。

与

l
l

l

１
１
■
■
底
■
■
■
■
■
■
■
■
■

‐
Ｉ
ｑ
ｄ
Ｉ
’
Ⅱ
１
１
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

届
い
て
い
な
い
方
に
は
、
郵
送
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
さ
い
。

固
所
得
税
の
確
定
申
告
：
柏
税
務

唖 ｜会場 内 容

ストップ地球温暖化あびこ市民講座 2月17日(月） 新木近隣センター ◎市県民税の申告受け付け

◎すべて記入済みの確定申告害のお預かり
（税務署に回送）

◎簡単な確定申告書の作成指導

※次の方の確定申告は、こちらの会場では
指導できません。柏税務署に直接ご相談
ください。

・税務署から申告用紙が送られている方

・収支計算が必要な事業所得者（自営業､農業､不動
産業、作家など）

・土地、建物､株式などの譲渡所得の申告をする方

・青色申告､過年分の申告､平均課税の申告をする方

・住宅借入金等特別控除､雑損控除､外国税額控除を
受ける方

＊受付時間はすべて9;30-11:30,13:00-16:00です

＊駐車台数に限りがあり、近隣にお住まいの方の迷
惑となりますので、車での来場はご遠慮ください

2月18日（火）
～2旧(金）

市民会館

蠅域温隠上は､環境に負荷を与える

人間の活動が､地球の熱バランスをく

ずしているため起きる環鯛題です。

1990年から2100年までに地上の平

均気温は､1.4~5.8℃上昇すると予測

されています｡これは､世界の気象や

生態系に大きな影響を及ぼすことにな

り､人類の生存墓盤に関わる最も重大
な周題と懸念されています。

鯛温暖化の現状や防止対策の董雲
性について､理解を深めましょう。
一一 _

日時3月9日(日)午後1時30分か

ら3脇0分

場所天王台北近隣ｾﾝﾀー

内容「地球温暖化と私たちのくら

し｣講師…石澤清史さん(環境省環
境ｶｳﾝｾﾗー）

対象先着50人

参加費無料

申し込み｡閲電話で手賀沼課･内線

568

※参加者にはエコバツグをプレゼント

22月24日(月） 布佐南近隣ｾンター

2月25日（火）
～28日(金）

市民会館

2月27日(木） 湖北地区公民館 箸
個
人
課
税
部
門
壷
７
１
４
６
１
２

３
２
１
、
市
県
民
税
…
課
税
課
・
内

線
３
３
４
へ

湖北台市民センター
隣場賊り純ん）

3月3日(月）
信

3月4日（火）
～7日(金)、

3月1旧（火）
～14日(金）

画
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
Ⅱ
日
日
日
日
Ⅱ
■
０
■
Ｕ
Ｕ
０
Ｕ
Ⅱ
１
１
０
Ⅱ
４
１
４
Ⅱ
ｌ
Ｌ

市民会館

’ 消防本部3月17日(月）

’一一一一一

日程。会場一

2月25日(火）

～28日(金）

9:30-12100,13100-15:3O

我孫子市民会館

内容

◎所得税の確定申告全般

※土地・建物・株式などの譲渡所

得、住宅借入金等特別控除、外

国税額控除、平均課税などの指

導はできません。
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教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
評
議
員

の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

学
校
評
議
員
制
度
は
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
我
孫
子
の
子
ど
も
を
育

成
す
る
た
め
に
、
学
校
運
営
に
つ
い

一到

募集
沼をきれいに

掃にご参加を
員参義

二
二
回

L

●

て
の
提
言
や
助
言
を
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
学
校
評
議
員
は
市
内
の
す
べ

て
の
小
・
中
学
校
に
置
か
れ
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ん
、
有
識
者
、
公

募
で
選
ば
れ
た
方
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
応
募
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象
・
定
員
各
学
校
区
に
在
住
の

方
、
各
学
校
区
２
人

任
期
４
月
１
日
か
ら
妬
年
３
月
瓢

日開
催
回
数
年
４
回
程
度

選
考
方
法
レ
ポ
ー
ト
審
査

応
募
方
法
「
地
域
住
民
と
し
て
学

校
教
育
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
竃
話
番
号
、

希
望
学
校
名
（
第
１
希
望
・
第
２
希

望
）
を
明
記
し
、
２
月
弱
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１
６
６

我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

固
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
壷
７

１
８
５
１
１
１
５
１

古
利
根
沼
は
、
周
辺
の
緑
と
一
体

つ
ノ
、

に
な
っ
て
美
し
い
景
観
を
創
り
だ
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
釣
り
や
散
策

な
ど
憩
い
の
場
と
し
て
多
く
の
市
民

に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
利
根
沼
の
自
然
環
境
を
守

る
た
め
、
水
辺
清
掃
を
行
い
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
２
月
零
日
（
日
）
午
前
９
時
集

合
、
、
時
釦
分
終
了
予
定
（
小
雨
実

施
）集

合
場
所
古
利
根
沼
中
央
鐸
緋
排

水
路
広
場
（
地
図
参
悪

持
参
長
靴
ま
た
は
運
動
靴
、
軍
手
、

タ
オ
ル
な
ど

※
清
掃
作
業
の
で
き
る
服
装
で
ご
参

加
く
だ
き
い
。

◎
清
掃
終
了
後
に
、
古
利
根
の
自
然

を
守
る
会
の
案
内
に
よ
り
、
自
然
観

察
会
を
行
い
ま
す
（
正
午
ま
き
。

申
込
み
不
要
（
直
接
乗
合
場
所
へ
）

一

圖
手
賀
沼
課
・
内
線
４
６
２

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

車
で
の
ご
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
８
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
７
１
８
５
１

５
０
０
０
（
コ
ー
ド
番
号
８
５
０
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
で
は
、
屋
内
自
転
車
駐
車
場
の

平
成
妬
年
度
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

現
在
利
用
中
の
方
も
再
度
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

利
用
期
間
４
月
１
日
か
ら
平
成
妬

年
３
月
副
日
ま
で

利
用
対
象
勤
務
先
や
家
が
各
駅
か

ら
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
方

受
付
期
間
◎
自
転
車
：
３
月
１
日

か
ら
３
月
釦
日
◎
原
付
バ
イ
ク

（
釦
Ｃ
Ｃ
以
下
）
３
月
１
日
か
ら
３

月
哩
日

※
い
ず
れ
も
日
曜
日
を
除
く

受
付
時
間
午
前
６
時
釦
分
か
ら
９

時
ま
で
、
午
後
４
時
か
ら
８
時
ま
で

○
申
請
か
ら
利
用
ま
で

自
転
車
①
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
管
理
人
室
窓
口
に
提
出

②
駐
車
位
置
を
抽
選
（
下
表
参
患

③
定
期
カ
ー
ド
を
窓
口
で
購
入
（
我

▼古利根沼中央我湖排水路広場案内図
-司一国道6号布佐一崖 屋

内
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
者
を
募
集

「
、
“

県道我孫子利根線／
、古利術潔

湖
北
駅
↓

錨職丞堕二二万ざ羊集合場所

大和団地
の

÷青山台

建
築
基
準
法
の
改
正
（
平
成
哩
年

５
月
）
に
よ
り
、
都
市
計
画
区
域
の

う
ち
用
途
地
域
を
定
め
て
い
な
い
区

し
ろ
じ

域
（
「
白
地
地
域
」
と
い
い
、
我
孫

子
市
の
場
合
は
「
市
街
化
調
整
区

域
」
が
対
象
）
の
建
築
形
態
規
制
の

見
直
し
に
係
る
指
定
素
案
に
つ
い
て

千
葉
県
と
協
議
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
次
の
と
お
り
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

日
時
２
月
詔
日
（
日
）
午
前
、
時
釦

分
か
ら
正
午

場
所
市
民
会
館

内
容
市
街
化
調
整
区
域
（
白
地
地

域
）
の
建
築
形
態
規
制
見
直
し
の
指

定
素
案
に
つ
い
て

画
建
築
指
導
課
・
内
線
５
２
６

市
街
化
調
整
区
域
の
建

一
見
直
し
に
係
る
指
定
素
案
の

孫
子
駅
北
口
地
下
１
階
・
２
階
、

本
町
３
丁
目
の
１
階
・
２
階
は
、

窓
口
で
月
別
シ
ー
ル
を
峨
入
）
し
、

定
期
シ
ー
ル
の
交
付
を
受
け
る

原
付
バ
イ
ク
①
管
理
人
室
窓
口

に
提
出
さ
れ
た
申
請
醤
を
一
括
審

査
し
利
用
者
を
決
定
。
応
募
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
し
利
用
決
定
者

に
は
、
３
月
即
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ

で
結
果
を
通
知
（
抽
選
に
も
れ
た

方
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
自
動

登
録
）
②
利
用
決
定
者
は
、
ハ

ガ
キ
を
管
理
人
室
窓
口
に
持
参
し
、

駐
車
位
置
を
抽
選
で
決
定
③
使

用
料
を
窓
口
で
支
払
い
定
期
シ
ー

ル
の
交
付
を
受
け
る

※
白
山
駐
輪
場
は
、
公
園
利
用
の

た
め
３
月
副
日
を
も
っ
て
閉
鎖
し

ま
す
。

圖
交
通
整
備
課
・
内
線
３
３
０

金｜抽選方法｜
月額810円|申請時に各階ごとに抽選’

名称｜募集台数
我孫子駅北口|自転車2076台

料
の
建

▼見直しの内容 ※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
住
民
説
明

会
盗
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す‐

申請時に1階。2階を
両方合わせて抽選
3階は駐車位置を申請
時に抽選

1階・2階

3階

バイク

月額810円

年額3720円

月額2030円

自転車1474台

バイク148台
本町3丁目

サイクルパー
ク我孫子南

自転車1094台 地下・2階月額810円
3階年額3720円

申請時に各階ごとに抽選
斜線勾配20m+1.25倍

斜線勾配31mi※中央学院大学校舎敷地
十2.5倍iは、斜線勾配31m+2.5

陪

I

熊2階蕊3棚
月額2030円

サイクルパー

ク天王台南 霧'7鵜 申請時に各階ごとに抽選｜
’

■

q
？

、 q顕張
「
且頑張ってますNPO ってますNPO

テラスあびこ
世代を超えた交流と21世紀の寺子屋をめざして

実武道会館
｢健全な精神は健全な肉体に宿る」をモット に一

どど

「実武道会館」（百々 和昭理事長）が、

昨年12月24日に市内10番目のNPO法

人として千葉県から認証されました。

同会館は、「健全な精神は健全な肉体

に宿る」ためには｢武」の心得が必要不

可欠であると考え、空手道の普及啓発を

通じて健全な心身の育成を行い、武道の

振興と青少年の健全育成を図り、広く公

益に寄与することを目的としています。「今後も､少しでも社会のお役に立て

主な活動は、市内など13カ所で空手ばと考え､子どもたちの健やかな成長の
（武道)の指導や練習(会員数400人）ために､市内の小中学校で講演や演武な

で、日夜汗を流しています(写真)。どのボランティア活動を行い、NPO法
また､空手の指導だけに止まらず､行人としての活動の輪を広げていきたい」

政と民間が一体となり、平成11年には我と百々 さんは語っています。

孫子市民会館や松戸森のﾎー ﾙ21で胄少間実武道会館冠7183-6920(URLhtt

年問題についてのｼﾝボヅｳﾑを開催しp://www.bea.hi-hone.ip/hiromi-
ました。ima/で）

「テラスあびこ」（渡邊毅理事長)が、

1月27日に市内で11番目のNPO法人

として千葉県から認証されました。

テラスあびこは、さまざまな生活支援

を願う方と生活支援ができる方に対して、

その相互交流を促す各種事業や福祉教

育､医療に関する調査"研究を行い、地

域コミュニティーの再構築と世代間交流

を図ることを目的としています。

はじめに21世紀の寺子屋ともいうべき

「半塾学菫」と「学び遊び塾｣をスター

トさせます｡半塾学菫は、小学校4年～

6年生が対象｡学童保育ですが保護者の

就業を条件としません。また､勉強時間

も設定しています｡学ひ遊び塾は､中学

生が対象。いわゆる学習塾(主に数学と
と

英語)ですが､学びにゲー ﾑの要素を標

、

、
』

り入れ、楽しく学ぶことをテーマとして

います。また、中学生に楽しい居場所を

提供します。このほか、地域の方々 を講

師とした「体験型学習」も行うなど‘楽

しいイベントカ噛り沢山です。

Oテラスあびこの紹介とワークショッブ

日間場所2月23日(日)午前10時~正午

テラスあびこ(白山1の1の27原ビﾙ）

間渡邊8070-5561-3692

0

容積率

建ぺい率

道路斜線

現行 指定素案

400％

可
■
■
■
■
凸
■
凸
■
■
且
■
ｇ
■

200％

70％’60％

斜線勾配1.5倍i斜線勾配1.5倍

隣地斜線
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日
３
月
１
日
（
土
）
、
時
釦
分
～
妬

時
（
入
場
無
料
）

内
・
所
講
演
（
講
師
…
森
正
道
さ

ん
〈
つ
く
し
野
病
院
内
科
担
当
医

師
〉
）
、
キ
ー
ボ
ー
ド
演
奏
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
シ
ル
キ
ー
）
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
（
つ
く
し
野
病
院
）
、
福
祉
用

具
の
展
示
、
健
康
体
操
、
展
示
〈
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
障
害
児

（
者
）
関
係
施
設
・
グ
ル
ー
プ
〉
、
無

料
喫
茶
（
手
づ
く
り
ケ
ー
キ
と
コ
ー

ヒ
ー
・
紅
茶
）
：
・
市
民
プ
ラ
ザ

＊
障
害
児
（
者
）
関
係
施
設
・
グ
ル
ー

プ
の
製
作
品
展
示
即
売
会
（
手
作
り

品
ほ
か
）
・
・
あ
び
こ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

プ
ラ
ザ
ー
階
正
面
広
場

間
我
孫
子
北
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
霊
７
１
６
５
１
３
４
３
４

識
壱
通
じ
た
識
寓
支
援

演
歌
百
選
‐
歌
の
祭
典

日
。
所
２
月
詔
日
（
日
）
ｎ
時
～
画

時
、
湖
北
地
区
公
民
館
（
入
場
無
料
）

内
演
歌
、
懐
メ
ロ
、
舞
踊

間
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ッ
ド
ハ
ー
ト
国
際
委

豊
』
よ
、
っ

員
会
・
京
壷
０
９
０
１
３
２
１
８
１

３
６
７
６

日
。
所
２
月
お
日
（
日
）
～
３
月
１

日
（
土
）
、
時
～
四
時
（
初
日
は
遍
時

～
喝
時
）
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
天

王
台
教
会
（
柴
崎
台
３
の
４
の
理
）

日
．
：
圓
時
、
所
・
・
・
場
所
、
内

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
…
我
孫
子
市
我
孫
子
Ｔ
Ｓ
５
Ｓ
云
ア
ー
Ｓ
ｓ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

で
か
け
て
脾
蘓
惑
潅
諄
究
捲

み
ま
せ
ん
か
戦
蛎

健
康
と
福
祉
の
つ
ど
い
Ⅵ
と
問
山
田
壷
７
１
８
４
１
４
２
５
３

展
示
即
売
会

。
３
月
１
旦
土
）
、
蕊
分
～
嘘
参
加
し
て

時
（
入
場
無
料
）

剛
斤
墜
“
《
：
蕊
Ｅ
笥
一
ゞ
み
ま
せ
ん
か

豊
田
直
巳
写
真
展

轤
総
５
ゑ
じ
典

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
日
。
所
３
月
ｎ
日
（
火
）
～
超
日

※
お
子
さ
ん
だ
け
で
の
参
加
も
可
。
（
木
）
９
時
～
喝
時
（
全
３
回
）
、
湖

費
１
人
３
０
０
円
（
花
材
代
）
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
参
加
無
料
）

持
え
ん
ぴ
つ
、
消
し
ゴ
ム
、
ハ
サ
内
介
護
入
門
講
座
（
高
齢
者
の
介

ミ
ま
た
は
工
作
バ
サ
ミ
、
ぞ
う
き
ん
護
講
習
・
実
技
ほ
か
）

申
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
対
先
着
加
入

ル
で
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
持
エ
プ
ロ
ン
、
昼
食

お
子
ざ
ん
の
学
校
名
、
電
話
番
号
を
※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
を

明
記
し
２
月
型
日
（
必
諺
ま
で
に
申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
両
蹴
剤

〒
２
７
０
１
１
１
６
６
我
孫
子
１
６
年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用
あ
て
先

内
容
、
種
。
：
種
目
言
出
・
：
出
席
者
・
出
演
者
、
対
…
対
象
・
定
量
、
持
…
持
参
、

分

日
・
所
３
月
５
日
（
水
）
超
時
～
巧

時
、
ア
ビ
ス
タ
（
参
加
無
料
）

講
師
小
笠
原
祐
次
さ
ん
（
元
・
立

正
大
学
教
授
）

※
手
話
通
訳
が
付
き
ま
す

問
我
孫
子
地
区
公
民
館
霊
７
１
８

２
１
０
５
１
１

芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業

「
花
の
広
場
」

ピ
ン
ク
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
花

で
「
い
け
ば
な
」
を
行
い
ま
す
。

日
・
所
３
月
１
日
（
土
）
、
時
釦
分

～
、
時
釦
分
、
ア
ビ
ス
タ

講
師
折
居
藤
芳
さ
ん
、
杉
野
桃
李

園
ざ
ん
、
高
崎
琴
月
さ
ん

対
小
学
校
１
年
生
～
４
年
生
の
お

子
ぎ
ん
と
保
護
者
、
巧
組
釦
人
（
応

地
域
福
祉
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

公
開
講
演
会
「
介
護
保
険
そ
の
後
」

垂心

８
４
教
育
委
員
会
文
化
課
珈
７
１
８

２
１
５
８
６
７
、
Ｅ
メ
ー
ル
ヶ
ロ
巳
６

（
⑧
。
茸
曽
●
囚
ぴ
際
０
．
ｏ
ぽ
ぴ
凹
轡
勺
へ

問
教
育
委
員
会
文
化
課
壷
７
１
８

５
１
１
１
５
１

我
孫
子
市
の
水
の
一
生
を
、
旅
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
３
月
過
日
（
木
）
８
時
躯
分
市
民

会
館
駐
車
場
に
集
合
、
Ⅳ
時
同
地
で

解
散
予
定
（
参
加
無
料
）

見
学
先
北
千
葉
浄
水
場
、
手
賀
沼

終
末
処
理
場
、
北
千
葉
導
水
第
２
機

場対
先
着
“
人

持
昼
食

申
電
話
で
商
工
観
光
課
・
内
線
３

２
９

日
・
所
３
月
巧
日
（
土
）
９
時
集
合
、

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
そ
ば
）
（
雨
天
中
止
〉

競
技
方
法
小
学
生
以
上
、
３
人
１

チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦

費
１
人
１
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー
ム
名
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
、

代
表
者
の
電
話
番
号
を
明
記
し
、
２

月
妬
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

１
１
１
１
１
古
戸
６
９
６
市
民
体
育

館
内
教
育
委
員
会
体
育
課
金
７
１
８

７
１
７
５
５
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

生
き
が
い
づ
く
り
講
座

水
め
ぐ
り
の
旅
バ
ス
見
学
会

我
孫
子
市
ベ
タ
ン
ク
大
会

日
・
所
３
月
３
日
（
月
）
、
時
～
哩

時
、
ア
ビ
ス
タ
（
参
加
無
料
）

対
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
、
先
着
加
入

ま
い
む

講
師
倉
田
光
臣
さ
ん
（
舞
夢
会
）

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
８
１
０

１
４
１
剛
７
１
８
８
１
０
２
４
２

を
明
記
し
、
〒
２
７
０
１
１
１
２
１

中
峠
２
６
０
７
我
孫
子
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
８
１
２

２
０
０

月
１
回
、
地
域
の
研
究
家
や
白
樺
演
題
日
本
に
誇
り
を
持
て
る
教
育

派
ゆ
か
り
の
方
々
を
招
き
、
話
を
う
の
実
践
を
～
手
に
負
え
な
い
年
代
の

か
が
う
、
サ
ロ
ン
講
話
会
で
す
。
子
を
も
っ
た
親
た
ち
に
～

日
・
所
３
月
詔
日
（
金
）
娼
時
鋤
分
、
講
師
浅
川
正
人
さ
ん
（
日
本
航
空

白
樺
文
学
館
（
緑
２
の
ｕ
の
８
）
高
校
教
頭
）

内
「
有
島
武
郎
と
志
賀
直
哉
」
⑪
対
先
着
１
８
０
人

講
師
霊
掌
ざ
ん
（
姦
奎
愛
５
０
０
円

教
授
）
問
小
野
壷
７
１
７
３
１
９
８
８
２

費
…
蓑
用
、
申
…
申
し
込
み
（
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
臺
、
問
：

ゞ
面
白
白
樺
倶
楽
部
一

日
３
月
ｎ
日
～
５
月
即
日
の
毎
週

火
曜
日
廻
時
釦
分
～
巧
時
釦
分
（
４

月
調
日
を
除
く
、
全
、
回
）

所
市
民
会
館
ほ
か

対
手
話
学
習
３
年
以
上
ま
た
は
中

級
程
度
の
経
験
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

方
、
先
着
加
入

費
２
０
０
０
円

申
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
壷

７
１
８
５
１
５
２
３
３

～
巧
時
釦
分
、
ア
ビ
ス
タ

内
手
話
の
学
習
（
○
Ｈ
Ｐ
付
き
）

対
中
途
失
聴
者
、
難
聴
者

費
無
料

問
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
会

斉
藤
壷
叩
７
１
８
５
１
２
３
０
６

耳
の
聞
こ
え
耐
割
引
い
人
の

た
め
の
集
い

日
。
所
２
月
詣
日
（
金
）
廻
時
釦
分

車
い
す
ダ
ン
ス
講
習
会

中
級
手
話
講
習
会

１
１
１

東
葛
教
育
講
演
会

対
先
着
妬
人

萱
１
０
０
０
円

申
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
館
云
７

１
６
９
１
８
４
６
８
Ｅ
メ
ー
ル
ー
ロ
さ

（
⑧
の
厨
吋
四
屏
凹
げ
四
・
口
の
』
ロ

日
。
所
２
月
詔
日
（
日
）
哩
時
～
妬

時
、
柏
中
央
公
民
館
（
柏
駅
東
口
下

車
徒
歩
、
分
、
柏
市
役
所
隣
）

日
・
所
２
月
妬
日
（
火
）
９
時
釦
分

～
哩
時
、
つ
ば
め
共
同
保
育
園
（
中

峠
３
０
４
８
の
訂
）

内
親
子
リ
ズ
ム
、
子
育
て
相
談

費
１
人
５
０
０
円
（
給
食
あ
り
）

持
着
替
え

申
電
話
で
つ
ば
め
共
同
保
育
園
壷

７
１
８
７
１
５
０
０
５

日
・
所
２
月
四
日
（
水
）
お
時
釦
分

～
嘔
時
（
毎
月
第
３
水
曜
日
開
催
）
、

泉
集
会
所
（
泉
自
治
会
内
）

費
７
０
０
円

問
我
孫
子
お
か
み
さ
ん
会
・
寺
尾

垂
７
１
８
２
１
８
７
６
６

健
康
リ
ズ
ム
体
操

無
料
講
習
会

日
２
月
即
日
（
木
）
・
”
旦
木
）
い

ず
れ
も
、
時
～
ｎ
時
釦
分

所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
各
日
先
着
釦
人

持
運
動
靴
、
タ
オ
ル

※
運
動
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を

申
現
地
へ
直
接

問
村
嶋
壷
７
１
８
５
１
１
０
１
８

第
ｓ
回
う
た
ご
え
交
流
会

親
子
で
遊
ぼ
う

日
・
所
２
月
妬
日
（
水
）
、
時
～
哩

時
、
市
民
会
館
（
毎
月
第
４
水
曜
日

に
開
催
）

内
時
事
問
題
を
話
し
合
う

費
１
回
１
０
０
円
程
度
（
会
場
費
）

申
電
話
で
深
山
壷
７
１
８
８
１
５

２
６
４
、
ま
た
は
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
、
主
：
．
主
催
・
共
催

職
種
・
人
数
看
護
師
ま
た
は
保
健

師
、
１
人

勤
務
場
所
知
的
障
害
者
更
生
施
設

「
み
ど
り
園
」

勤
務
時
間
月
曜
日
～
金
曜
日
８
時

印
分
～
ｒ
時
加
分

賃
金
時
給
１
２
６
０
円
（
通
勤
手

当
別
途
支
給
）

選
考
方
法
書
類
審
査
と
面
接

申
写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
書
を
２

月
幻
日
〈
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

１
１
１
２
１
中
峠
２
３
１
Ｏ
み
ど
り

園
壷
７
１
８
７
１
０
５
１
１
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
（
月
曜
日
～
金
曜
日
９

時
～
画
時
）

対
ヘ
ル
パ
ー
か
介
護
福
祉
士
の
資

格
を
持
ち
、
障
害
者
福
祉
に
理
解
の

あ
る
方
（
要
自
動
車
運
転
免
許
）
、

１
人

勤
務
場
所
障
害
者
地
域
生
活
支
援

「
ち
ひ
ろ
の
家
」
（
高
野
山
５
３
１

の
妬
）

採
用
時
期
４
月
１
日

勤
務
内
容
障
害
者
ケ
ア
と
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト

※
勤
務
時
間
、
応
募
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
電
話
で
３
月
１
日
ま
で
に
、

ち
ひ
ろ
の
家
壷
７
１
４
９
１
５
４
７

４
へ 障

害
者
地
域
生
活
支
援

「
ち
ひ
ろ
の
家
」

み
ど
り
園
臨
時
職
員

「
時
の
話
題
」
会
員

職
員

’｢上関連行事一
一、

プダンスを生けて
靭■

＝学校週5日制関連行事＝

日時2月22日(土)午前10

時から正午

場所｡講師.連絡先左表参照

対象小学校4年生以上大人ま

で(性別は問いません）

定員各会場15人(応募者多

数の場合は抽選）

費用800円(花材費を含む）

持参ハサミ(工作用でも可)、

新聞紙ぞうきん

申し込み電話またはハガキ

で＄2月21日（必着）までに

各講師へ（ハガキの場合は、開

講場所､郵便番号､住所､氏名、

電話番号を明記）

~~~"

I

I－、

音楽に合わせて楽しく踊りましょう。

日時2月22日(土)午前9時30分か

ら11時30分

場所湖北地区公民館

対象･定員市内小学生先着20人

参加費無料

持参上履き、タオル

※運動できる服装でご参加を

申し込み，圃電話で我孫子地区公民

L館遍7182-0511

ウ

’
ロ

▼場所、講師、申し込み。連絡先 q

■ 可

1 ’
’講師 住所 電話番号

申〃
Ｂ
ｂ
Ｉ
Ｅ
酉

善E
m P －

山崎富華
（池坊）根戸近隣ｾンター 2701153緑2-11-7 7182-3781

回

井上景風
（篭生派）鳩菰隣ｾﾝﾀｰ ﾃ刎・1164つく畷1.1387183-4821

’
野村草舟
(草月流） 予加.1143天王台1-15-217183-2702

猪田東楓
仲原流）

’ ’
ﾃ270.1145高野山531-207182-8830

飛騨|予加1W若松'1“I 7183-1645
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運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

社
会
福
祉
協
議
会
の
車
を
使
っ
て
、

障
害
者
や
歩
行
困
難
な
方
の
通
院
な

ど
を
お
手
伝
い
す
る
「
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方
、

余
暇
を
利
用
し
、
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

申
電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会
移
送

サ
ー
ビ
ス
壷
７
１
８
５
１
５
３
０
３

一
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｈ
Ｐ
Ｉ
ｌ
１
１
‐
１
０
●
Ｊ
１
１
１
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｆ
ｆ
ｌ
Ｌ
Ｉ
ｌ

－
柴
崎
少
年
剣
友
会
会
員

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

『
１
１
１

一
Ｉ

問申費対所日日
Ｏ
～
２
歳
…
月
２
回
水
曜
日
、

時
～
ｎ
時
釦
分
、
２
～
３
歳
・
・
・
毎
週

木
曜
日
、
時
～
喝
時
、
３
歳
以
上
…

毎
週
火
．
金
曜
日
、
時
～
過
時
釦
分

所
根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
あ
け
ぼ

の
山
周
辺
ほ
か

内
探
検
、
伝
承
遊
び
、
お
か
ず
給

食
な
ど
、
家
族
ぐ
る
み
の
自
主
保
育

費
月
額
３
０
０
０
～
４
０
０
０
円

（
参
加
人
数
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

（
下
ヶ
戸

こ
ぱ
や
し

小
林

青
空
保
育
ど
ん
ぐ
り
会
員

毎
週
土
曜
日
晦
時
釦
分
～
喝
時

我
孫
子
警
察
署
道
場

小
学
校
２
年
生
以
上

月
額
１
５
０
０
円

練
習
時
に
会
場
で

酒
井
電
７
１
８
５
１
９
８
９
５

１
歳
４
カ
月
）

去
一
や
こ

茶
子
ち
ゃ
ん

す
こ
や

可涜

ノ
ゾー､一．

凸

、

壷 竺 一 ＝

し
Ⅳ
さ
た
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
鴫
谷
容
螂
７
１

６
５
１
２
８
７
７
へ

】
｜
■
・
ｌ
ｒ
ｐ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
Ｉ
‐
１
１

一
英
語
サ
ー
ク
ル

リ
ト
ル
バ
ー
ド
会
員

日
毎
週
水
曜
日
巧
時
～
娼
時
、
金

曜
日
、
時
～
ｎ
時
釦
分

所
ア
ビ
ス
タ

内
カ
ー
ド
、
絵
本
、
紙
芝
居
な
ど

手
作
り
教
材
を
使
い
、
英
語
で
遊
ぶ

対
１
歳
～
小
学
校
１
年
生

費
月
額
３
５
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円

申
電
話
で
長
岡
壷
７
１
４
９
１
０

８
１
８

日
・
所
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

（
午
後
、
１
回
卯
分
）
、
ア
ビ
ス
タ

に
こ

内
中
国
伝
統
楽
器
「
二
胡
」
の
習

得
（
楽
器
の
有
料
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

費
月
額
６
０
０
０
円

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
茂
木
壷
叩
７
１
６
３
１
５
７
５
３

Ｅ
メ
ー
ル
拝
画
菖
画
の
‐
Ｎ
（
⑧
〕
、
０
門
目
．

ロ
Ｏ
Ｈ
ｐ
の
．
ｐ
①
』
勺

日
・
所
毎
週
木
曜
日
、
時
釦
分
～

哩
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

内
入
門
・
初
級
中
国
語
会
話
と
中

国
家
庭
料
理
（
料
理
の
み
も
可
）

対
先
着
６
人

我
孫
子
二
胡
愛
好
会
会
員

あ
ら
い
か
ず
ま

荒
井
二
具
ち
ゃ
ん

（
布
佐
平
和
台
・
１
歳
３
カ
月
）

に
い
は
お
倶
楽
部
会
員

圭
一
）
画

1

日
２
月
妬
日
（
火
）
狸
時
～

所
水
道
局
４
階
会
議
室

問
教
育
委
員
会
総
務
課
壷
７
１
８

５
１
１
１
５
１

ご
存
じ
で
す
か

「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」

エ
ア
コ
ン
等
の
冷
媒
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
は
、
オ
ゾ
ン
層

を
破
壊
す
る
物
質
で
ま
た
温
室
効

果
ガ
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
保
護
と
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
平
成
狸
年
、
月
１
日
に

フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
が
施
行
さ
れ
、

カ
ー
エ
ア
コ
ン
が
搭
載
き
れ
た
車
を

廃
棄
処
分
す
る
際
に
は
「
自
動
車
フ

ロ
ン
券
」
に
よ
り
フ
ロ
ン
回
収
等
の

費
用
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
は
１
枚
２

５
８
０
円
（
１
台
分
）
で
す
。
車
を

廃
棄
処
分
す
る
と
き
に
、
全
国
の
郵

便
局
、
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（
セ
プ
ン
ー
イ
レ
プ
ン
、
ロ
ー

ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー

萱
月
額
５
２
０
０
円
、
入
会
金
１

０
０
０
円
（
教
材
饗
は
別
途
）

持
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト

申
電
話
で
原
壷
７
１
８
６
１
０
６

２
９忘れずに納めましょう 定

例
教
育
委
員
会

お
し
ら
せ

’
｜

|’

｡

｡

介
護
保
険
市
民
会
議
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
介
護
保
険
事
業
の

計
画
や
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

設
置
さ
れ
、
公
募
の
市
民
委
員
を
は

じ
め
、
学
識
経
験
者
、
保
健
医
療
関

係
者
、
介
謹
サ
ー
ビ
ス
事
業
関
係
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
９
回
目
の
会
議
を
一
般
に
公

開
し
ま
す
。

日
・
所
２
月
勿
日
（
木
）
型
時
～
妬

時
、
市
役
所
議
会
棟
第
１
委
員
会
室

議
題
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

対
先
着
釦
人

間
介
護
支
援
課
・
内
線
３
８
２

風
し
ん
予
防
接
種
強
化
月
間

２
月
巧
日
か
ら
３
月
晦
日
ま
で
、

千
葉
県
風
し
ん
予
防
接
種
強
化
月
間

で
す
。
接
種
の
対
象
と
な
る
方
は
、

９
月
釦
日
ま
で
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
早
め
に
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
命
月
１
日
以
降
は
有
甦

対
昭
和
弘
年
４
月
２
日
か
ら
歴
年

、
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
風
し
ん

ま
た
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
方
（
未
成
年
者
は
保
護
者
の

同
行
が
必
要
）

所
市
内
の
委
託
医
療
機
関

持
保
険
証
な
ど
の
住
所
・
生
年
月

日
が
確
認
で
き
る
も
の
、
母
子
健
康

手
帳
、
印
鑑

ク
ル
Ｋ
、
サ
ン
ク
ろ
で
お
求
め
に

な
り
、
車
と
一
緒
に
引
取
業
者
に
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

問
自
動
車
フ
ロ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
金
肥
１
５
５
３
２
１
１
４
６
１

ご痢偲＜胸,、 介
護
保
険
市
民
会
議
を
公
開

日
・
所
３
月
４
日
（
火
）
、
時
～
巧

時
、
松
戸
市
民
劇
場
（
松
戸
市
本
町

皿
の
６
）
‐

対
住
ま
い
に
閏
す
る
法
律
上
の
問

題
や
増
改
築
等
に
関
す
る
悩
み
を
抱

え
る
高
齢
者
ま
た
は
そ
の
代
理
の
方
、

先
着
８
組
（
１
組
釦
分
）

相
談
者
弁
護
士
、
建
築
士

費
無
料

申
電
話
で
２
月
”
日
か
ら
千
葉
県

住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
壷
０
４
３
１

２
２
３
１
３
２
６
５

マ
ー
シ
ヨ
ン
に
お
住
ま
い
の
髻
捧
へ

あ
な
た
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部

分
は
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
長
期
修
繕

計
画
な
ど
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
た
め
の
必
要
な
目
安

を
示
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
維
持
管

理
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
き
い
。

問
南
関
束
支
店
分
譲
融
資
課
霊
昭

１
３
２
６
０
１
９
８
０
８

干
葉
県
自
閉
症
。
発
達
障
害
支
援

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

県
内
に
住
む
、
自
閉
症
を
中
心
と

し
た
発
達
上
の
困
雌
を
お
持
ち
の
方

と
、
そ
の
ご
家
族
や
関
わ
る
す
べ
て

の
方
の
た
め
の
専
門
の
支
援
セ
ン
タ

ー
で
す
。

自
閉
症
の
方
と
そ
の
ご
家
族
が
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

所
＊
本
部
「
千
葉
県
自
閉
症
。
発

達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
」
・
・
香
取
郡

下
総
町
名
木
字
助
沢
５
１
１
の
巧
し

も
ふ
さ
学
園
内
容
０
４
７
６
１
妬
Ｉ

１
５
２
７
剛
０
４
７
６
１
妬
１
０
４

申
直
接
医
療
機
関
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー
壷
７
１
８
７
１

１
１
３
１

高
齢
者
の
住
ま
い
の
相
談
会

■

交
通
事
故
に
あ
い
、
解
決
に
お
困

り
の
方
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
週
水
曜
日
に
は
弁
護
士
に
よ
る
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
月
曜
～
金
曜
日
９
時
～
哩
時
、

廻
時
～
面
時
（
祝
日
を
除
く
）

※
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す

◎
弁
護
士
相
談
日
（
予
約
制
・
費
用

無
料
・
要
面
談
）
：
毎
週
水
曜
日
喝

時
～
岨
時

所
。
問
千
葉
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
弁
天

１
の
巧
の
３
大
宗
北
口
ビ
ル
７
階
）

念
Ｏ
４
３
ｌ
２
８
４
１
７
９
５
５

○
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
・
所
２
月
聖
日
（
土
）
喝
時
～
妬

時
、
千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
）

相
談
員
弁
誰
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ほ
か

費
無
料

問
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
壷
０
４

３
１
２
２
５
１
４
５
６
７

１
４
＊
千
葉
事
務
所
「
千
葉
県
自

閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｃ

Ａ
Ｓ
（
キ
ヤ
ス
ニ
。
：
千
葉
市
中
央

区
院
内
１
の
２
の
７
ア
マ
ノ
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
５
階
壷
０
４
３
１
２
２
７
１

８
５
５
７
剛
０
４
３
１
２
２
７
１
８

５
５
９

利
用
時
間
月
～
土
曜
日
９
時
～
喝

時
（
日
曜
日
は
必
要
に
応
じ
て
開
設
。

緊
急
時
は
型
時
間
対
応
）

内
自
閉
症
児
（
者
）
等
と
そ
の
家
族

等
に
対
す
る
相
談
、
療
育
や
就
労
の

支
援
。
関
係
施
設
・
機
関
等
へ
の
普

及
啓
発
と
研
修

問
千
葉
事
務
所
壷
０
４
３
１
２
２

７
１
８
５
５
７

交
通
事
故
無
料
相
談

寿
爽
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

「 I
可

一、

鶚
瞥
塾
を
菫

図書館.司書 市民課・一般事務 I

対象窓口業務･パソコンでのデー ﾀ入力業務など､市民課業務全般の事務処

理ができる健康な方

募集人数4人

雇用期間4月1日から平成16年3月31日まで(更新の場合あり）
勤務日数｡時間月16日以内、1日8時間以内

勤務場所市役所､各支所･行政連絡所

報酬月額15万円以内(通勤手当別途）

選考方法書類審査と面接く面接は3月9日（日）に実施〉

応募方法嘱託職員申込書(市役所本庁市民課､各支所･行政連絡所に用意）
に必要事項を記入のうえ写真を張り、2月24日午後5時まで(土・日曜日を
除く）に市民課へ本人が直接持参(郵送不可）
間市民課･内線358

ノ

職種・募集人数司書1人

採用日4月1日

必要書類①申込書(ｱピｽﾀ内市民図書館に用意）②写真1枚(縦45ミ
リ横35ミリ）上半身無帽で最近3カ月以内に撮影したもの③資格証明書
の写し1枚

選考方法後日、小論文試驍と面接により選考

応募方法2月16日から20日（17日を除く）

でに必要事項を明記した申込書を市民図書館(ア

もに､本人が直接持参(郵送不可）

※勤務時間･鞠酬など､詳しくは市民図書館B7

ください。

の午前9時から午後4時ま

ピｽﾀ内）へ必要書類とと

’
詳しくは市民図書館B7184-1110へお問い合わせ

ｌ
■
■
■
■
ｒ

項目

介護保険料第9

固定資産税第4

国民健康保険税第9期

水道料金

下水道受益者負担金第4期

ヨ

:

納期限
(口座儲日）

28（

28(金）

28(金）

25(火）

28(金）

テレホンガイド
声の便 利 帳

｢EL7185-500C

ファクスガイド
ファクス便利帳
TEL7183-60001
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ｰ 2003.216第1087号

湖
北
中
学
校
３
年
４
組
の
生
徒
が
、

廃
品
回
収
に
取
り
組
ん
だ
収
益
で
、

車
イ
ス
２
台
を
職
入
し
、
１
月
副
日

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
久
遠
苑
と
我

孫
子
市
に
１
台
ず
つ
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ス
で
は
、
養
護
学
校
と
の

自
分
た
ち
も
福
祉
に
役
立
つ
こ
と
を
し
た
い
一
一
あ
び

湖
北
中
学
校
Ｓ
年
４
組
、
廃
品
回
収
の
収
益
で
車
イ
ス
寄
贈

心いに 醸せ
あ
び我孫子合唱連盟団員募集申し込みは各連絡先へ（見学歓迎）

－

|練習場所」｡連絡先
↓
↑練習日時

毎週火曜日
10100－12

毎週月曜日
10:00-12

合唱団名(構成） 練習場所

あ
れ

葦笛（女）
香取TEL7183-8945

湖北台市民セ
ンター

交
流
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
社
会
に

役
立
つ
行
動
を
し
よ
う
と
、
福
祉
施

設
な
ど
へ
車
イ
ス
を
送
る
た
め
廃
品

回
収
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

全
校
生
徒
や
地
域
の
商
店
に
呼
び

掛
け
ア
ル
ミ
缶
や
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
な
ど
を
集
め
、
最
終
的
に
は
約

２
．
５
ト
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
を
代
表
し
て
、
市
役
所
を

訪
れ
た
生
徒
６
人
（
写
真
）
は
、
「
空

き
缶
は
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
生
か
せ
ば

資
源
に
な
り
ま
す
。
地
味
な
が
ら
も

み
ん
な
で
協
力
し
て
活
動
し
て
い
け

ば
、
大
き
な
成
果
が
出
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

市
に
寄
贈
き
れ
た
車
イ
ス
は
、
貸

し
出
し
用
と
し
て
利
用
き
れ
ま
す
。

00-1200

高橋バレエス
タジオ(栄）

あびこエコーズ（女）
今浜TEL7183-7535 00-12:00

↓
↑根戸近隣センター

天王台北鵬ｾﾝﾀー
我孫子市民合唱団（混）

長島TEL7184-7689
れ

－

我孫子童謡を歌う会（女）
前原TEL7184-6361

天王台北近隣
センターほか

我孫子バッハ・アンサンブル(混）
清水TEL7187-1681

湖北地区公民館
湖北台市民ｾﾝﾀー

湖北台2丁目会館
慈紘保育園

アンサンブル・レオーネ(男）
山下TEL7188-1673 我

孫
子
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
、

１
月
型
日
、
ア
ビ
ス
タ
に
、
鉢
の
花

の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
贈
呈
し
〈
写
真
）
、

セ
ン
タ
ー
の
手
賀
沼
公
園
側
の
入
口

周
辺
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

同
連
合
会
は
、
平
成
必
年
度
千
葉

我
孫
子
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

花
プ
ー
フ
ン
タ
ー
Ⅷ
鉢
を
ア
ビ
ス
タ
ヘ
贈
呈

湖北台西小第
1交流教室

ミューズ（女）
照井TEL7188-8709 13:30-15:30

毎週土曜日天王台北近隣
センター

女声合唱団回転木馬（女）
堀TEL7184-8664 9:30-12;00

10ﾄ00-,2:001毎週月曜日アムール（女）
TEL7184-1086

コーノレ

新井

■

井手口ホール

’ こ
あ
れ
こ
れ

毎月第2．4金曜日
10:00-12:00

コール・てが（女）
類地TEL7182-8135

アビスタC

■

毎週木曜日

19;00-21：00

コール・ピュア（女）
佐藤TEL7189-3197

天王台北近隣
センター

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
千
葉
県
老

人
ク
ラ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

事
業
の
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
活
性
化
を
は
か
る
目
的
で
、
環
境

美
化
や
友
愛
訪
問
、
文
化
の
伝
承
、

会
員
の
加
入
促
進
な
ど
の
活
動
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
花
プ
ラ
ン
タ
ー
贈

呈
は
、
環
境
美
化
活
動
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

連
合
会
会
長
の
磯
購
米
子
さ
ん
は
、

「
今
後
、
花
の
管
理
も
老
人
ク
ラ
ブ

で
行
っ
て
い
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に

お
立
ち
よ
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
と
と
笑
顔
で
語
っ

て
い
ま
し
た
。’

混声合唱団響（混）
稲葉TEL7185-2053

毎週日曜日
10:00-12;00

天王台北近隣
センターほか

ｼ憲ｲ識蝿宅5字)|騨雛’鯛；鯛'8:00-20柳’

’ｱビｽﾀ､市|毎週金曜ロ民会館13100-17:00

’
女声アンサンブル碧（女）

高見TEL7184-5197

アビスタ、市
民会館

布佐南近隣惣|毎週火曜ロンター10:00-12:00

女声合唱団布佐ポピーズ（女）
武内TEL7188-7143Ｌ

Ｉ
Ｉ
０
ｑ
ｌ
Ｉ
１
１
１

1
1

’常松WW5,751
女声合唱団道（女） 毎週月曜日

10:00-12:30
柴崎神社参集殿

な
を
４

一

糊
座
一

納
口
一

市
の
税
金
は
、
電
気
料
金
や
一

電
話
料
金
な
ど
の
自
動
振
替
と
一

同
じ
よ
う
に
、
あ
な
た
の
指
定

し
た
預
金
口
座
か
ら
納
期
（
最

終
且
ご
と
に
自
動
的
に
振
替

納
税
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
口
座
振
替
依
一
↑

頼
書
（
収
税
課
、
市
内
の
各

金
融
機
関
、
郵
便
局
に
用
意
）

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
直
接
一

金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
の
窓
『

ロ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

圖
収
税
課
・
内
線
３
４
１

」
▲

毎週木曜日
|女声合唱団う．ﾒーﾙ(女）中川TEL7189-0527 布佐南近隣ｾ｜ンター 9:30-12:00

シルバーエコーズ（混）
安永TEL7188-8795

毎月第2．4月曜日
10:00-12:00

湖北台市民セ
ンター

｜
’

プリムラコーラス（女）
田中TEL7184-8790

毎週水曜日
10:00-12:30

市民プラザ、
アビスタほか

※構成…(混)＝混声合唱団、（女)＝女声合唱団、（男)＝男声合唱団
※近隣センターなどの公共施設は、優先的に場所が確保されているものではありません
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ま
ゆ
よ
そ
お
も
う
で

眉
を
引
く
だ
け
の
粧
ひ
初
詣

か
ん
ぶ
り

寒
螂
を
並
べ
売
子
の
声
高
し

は
い
は
い
の
出
来
た
孫
ら
と
三
ヶ
日

ま
つ
が
え

松
ヶ
枝
に
み
か
ん
を
二
シ
め
じ
ろ
呼
ぶ

識
鯰
禦
る
謹
串

く

は

賀
状
繰
り
思
い
を
馳
せ
る
三
ヶ
日

し
ゆ
ら
こ
う

枯
菊
に
ま
だ
修
羅
あ
り
や
紅
残
り

水
道
の
蛇
口
に
残
る
寒
さ
か
な

や
う
や
く
に
汚
染
一
位
を
脱
し
た
る
手
賀
沼
に
い
ま
春

の
め
ぐ
り
来
川
上
進
也

新
ら
し
き
ス
ー
ツ
よ
そ
ひ
て
成
人
の
集
ひ
に
向
ふ
孫
の

士
李
ぷ眩

し
さ

長
南
光
子

住
み
古
り
し
わ
が
家
居
よ
り
見
通
し
の
沼
の
き
ら
め
き

か
な
ふ
新
年
山
口
伊
左
夫

斐
や
ん
に
こ
ち
ら
墨
経
智
燵
幟
串
よ
り

こ
た

目
に
笑
み
応
ふ
馬
場
千
鶴
子

も
う
で
ひ
と
ら

初
詣
の
人
等
に
ふ
る
ま
ふ
お
雑
煮
の
準
備
整
へ
ど
雪
を

気
遮
ふ
奥
理
吏
江

わ
れ

ひ
と
り
暮
し
の
吾
を
気
遮
ひ
帰
り
来
し
鍵
と
共
に
唾
る

そ
ば

襄
噸
蕊
尋
る
捲
窪
熱
り
碑

年
越
の
蕎
麦

す
は
散
る
ら
む
新
藤
道
子
む
れ

寒
風
の
吹
き
荒
れ
し
夜
は
空
澄
み
て
あ
ま
た
星
群
輝
き

は
な

放
つ
小
林
直
江
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１
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１
１
．
１
１
１
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１
Ｊ
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冬
に
な
る
と
、
あ
ち
こ
ち
の
公
園
こ
の
木
に
は
雌
雄
が
あ
り
、
実
を
丑

し
ゆ
う

や
人
家
の
庭
で
、
赤
い
実
を
つ
け
た
つ
け
る
の
は
雌
の
木
で
す
。

モ
チ
ノ
キ
を
見
か
け
ま
す
。
こ
の
赤
い
実
を
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ツ
グ

モ
チ
ノ
キ
の
仲
間
は
、
黒
い
実
を
ミ
、
ム
ク
ド
リ
、
オ
ナ
ガ
な
ど
が
好

つ
け
る
イ
ヌ
ッ
ゲ
を
除
け
ば
、
ほ
と
む
の
で
植
え
て
お
く
と
烏
が
集
ま

ん
ど
が
赤
い
実
を
つ
け
ま
す
。
っ
て
き
ま
す
。

こ
ろ
は

花
期
は
四
月
で
、
淡
黄
色
の
花
が
五
～
六
月
頃
、
こ
の
木
の
皮
を
剥

前
年
に
伸
び
た
葉
の
つ
け
ね
に
群
が
ぎ
、
秋
ま
で
水
に
つ
け
て
お
い
て
か

つ
三
き
ま
す
。
ら
琴
つ
き
、
簗
藻
っ
悪
り

気
の
あ
る
ゴ
ム
質
の
も
の
を
取
り
出

ｑ
ｌ
‐
ｌ
‐
’
’
一
と
り
も
ち

ｌ

し
た
の
が
鳥
魏
で
す
。
か
つ
て
は
こ

上
キ
、
↓
の
義
鳶
嘉
っ
た
り
、
ハ
エ
繍

一
″
砕
賊
蔀
騨
黙
灘
娠
一

一
手
ち
ゞ
す
。
こ
廷
力
”

毛
“
震
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（
文
・
写
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堀
下
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高
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渡
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青
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川
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Ⅱ
譲
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す
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無
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で
＊
室
内
用
す
べ
り

台
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白
尾
壷
７
１
８
４
１
２

１
４
８
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磁
気
マ
ッ
ト
レ

ス
：
・
高
間
壷
７
１
８
４
１
５

４
１
７

申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直

接
電
話
し
て
く
だ
き
い
・
な

お
、
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
申

し
込
み
は
、
電
話
で
ふ
れ
あ

い
工
房
へ

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、
生
き
物
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い

画
ふ
れ
あ
い
工
房
金
７
１

８
６
１
５
５
０
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